
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共通工事説明書 

 

 

この機器を正しく安全にご使用いた

だくために、この工事説明書をよくお

読みになってから、指定された工事を

行ってください。 

・一部の浴槽には浴水を長期にわたり貯めて継続使用し 

ますと浴槽の表面に荒れ、膨れ、変色が起こるものが 

あります。２４時間風呂対応が可能か確認のうえ、設 

置工事を行ってください。 

・説明書の設置条件を外れた設置が原因で生じた故障及

び損害は、保証期間内であっても保証の対象とはなりま

せんのでご注意ください。 

・建築基準法、各都市の条例、消防法に基づいて設置して

ください。 

・この工事説明書は取扱説明書、保証書と一緒に必ず 

保存していただく様、お客様にお渡しください。 

・設置工事が終わりましたら、この工事説明書に基づいて

設置されていることを確認してください。 

工事される方へのお願い 

 

UNION



 １ 

        １１１１．．．．安全安全安全安全のためにのためにのためにのために必必必必ずおずおずおずお守守守守りくださいりくださいりくださいりください                                                                １１１１～～～～３３３３    

        ２２２２．．．．開開開開こんこんこんこん                                                                                                                    ３３３３～～～～４４４４    

        ３３３３．．．．据付据付据付据付けけけけ                                                                                                                ５５５５～～～～１１１１１１１１    

                （（（（本本本本機機機機をををを業務用業務用業務用業務用でででで使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合                                                            ９９９９～～～～１０１０１０１０））））    

        ４４４４．．．．電気配線工事電気配線工事電気配線工事電気配線工事                                                                                            １１１１２２２２～～～～１１１１７７７７    

                （（（（リモコンリモコンリモコンリモコンのののの取取取取りりりり付付付付けけけけ                                                                        １４１４１４１４～～～～１７１７１７１７))))    

        ５５５５．．．．試運転試運転試運転試運転                                                                                                                            １１１１８８８８    

        ６６６６．．．．寸法図寸法図寸法図寸法図                                                                                                        １１１１９９９９～～～～２０２０２０２０    

        ７７７７．．．．配線図配線図配線図配線図                                                                                                    ２１２１２１２１～～～～２２２２２２２２ 

 

 

 

●ここに示した事項は  警告  注意に区分しています。 

 

 

 

 

 

 

●イラスト（まんが）の横にある  マークは「禁止」、  マークは「強制」、  マークは「注意」を 

 表しています。 

 

 

 

 

 ●●●●据付据付据付据付けやけやけやけや移動移動移動移動はははは、、、、販売店販売店販売店販売店へへへへ依頼依頼依頼依頼してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    

 

 

 

 

●●●●電気設備電気設備電気設備電気設備にににに関関関関するするするする技術基準技術基準技術基準技術基準、、、、電気工事電気工事電気工事電気工事やややや水道工事水道工事水道工事水道工事はははは    

    それぞれそれぞれそれぞれそれぞれ指定指定指定指定のののの工事店工事店工事店工事店にににに依頼依頼依頼依頼するなどするなどするなどするなど法令法令法令法令のののの基準基準基準基準をををを守守守守るるるる。。。。    

 

 

        目目目目    次次次次    

安全安全安全安全のためにのためにのためにのために必必必必ずおずおずおずお守守守守りくださいりくださいりくださいりください。。。。    

作業を誤った場合に設置工事作業者が、または設置工事の不具合によって使用者が、 

死亡または重傷を負う可能性が想定される場合。 

作業を誤った場合に設置工事作業者が、または設置工事の不具合によって使用者が、 

傷害を追う危険が想定される場合および物的損害のみの発生が想定される場合。 

  

 

 

   

ご自分で据付けをされ不備があると感電や火災の原因になります。 

 



 ２ 

 

 

 

 

 

 ●●●●本機本機本機本機をををを設置設置設置設置するするするする前前前前にににに浴槽浴槽浴槽浴槽のののの材質材質材質材質をををを確認確認確認確認してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    

  浴槽浴槽浴槽浴槽メーカーメーカーメーカーメーカーのののの２４２４２４２４時間風呂対応浴槽時間風呂対応浴槽時間風呂対応浴槽時間風呂対応浴槽をごをごをごをご使用使用使用使用くださいくださいくださいください。。。。    

 

 

 

 

 

 

 ●●●●雨水等雨水等雨水等雨水等のかからないようのかからないようのかからないようのかからないよう屋外屋外屋外屋外にににに設置設置設置設置してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。 

 

 

 

 

 

  

 ●●●●本機本機本機本機のののの分解分解分解分解やややや改造改造改造改造をををを行行行行わないでくださいわないでくださいわないでくださいわないでください。。。。 

  

 

 

 

 

 ●●●●次次次次のののの場所場所場所場所にはにはにはには据据据据ええええ付付付付けないけないけないけない。。。。    

 

 

  ● 水平でない場所、不安定な場所 

  ● 不安定な物を乗せた棚などの下 

  ● 可燃性ガスの発生する場所またはたまる場所 

  ● 階段、避難口などの付近で避難の支障となる場所 

  ● 排水のしにくい場所 

  ● 浴槽と同一室内 

● 足場などを組まなければ、保守・点検ができない場所 

● 機器の前面６０ｃｍ程度を保守点検時のスペースとして確保できない場所 

 

 

 ●●●●アースアースアースアース工事工事工事工事をすることをすることをすることをすること。。。。    

● アース工事を確実に行ってください。（アース工事は販売店にご相談ください。） 

 

 

 

火災や予想しない事故の原因になります。 

ショート、感電、火災、故障の原因になります。 

一部の浴槽には、浴水を長時間貯めて継続使用しますと 

浴槽の表面に荒れ、膨れ、変色が起こる場合があります。 

やむを得ず屋内に設置する場合は、本機が万一水もれ等を起こ

しても支障のない場所や、防水対策を施して設置してください。 

 

 

 

 

故障や漏電のときに感電するおそれがあります。 

 

 

排水 

防水パン 



 ３

 

本機の対応基準浴槽は０．７ｍ３ですが、保温性の悪い設置条件（コンクリート 

浴槽、岩風呂、広く浅い浴槽など）又は寒冷地などの場合、設定温度まで沸き 

上がらない場合があります。 

 

 

 

１，開こんの際のご注意 

● 本機の電源電圧は、ＣＫＶ－７０１ＪＲは単相１００Ｖ、 

ＣＫＶ－７２１ＪＲは単相２００Ｖ (５０／６０Ｈｚ)です。 

   一致しない電源電圧で使用した場合、故障の原因になります。 

２，付属部品の確認 

● 下記の部品があることを確認してください。 

● 保証書は、機器の本体箱に貼付けてあります。 

   取扱説明書・保証書は、お客様への引き渡し時期まで、大切に保管してください。 

形   状 部 品 名 個数 形   状 部 品 名 個数 

 

取扱説明書 

工事説明書 

保 証 書(本体箱) 

1 

1 

１ 

 

トップフィルター 

・ ケース 

・ カバー 

・ 固定枠 

 

1 

1 

1 

 

 

ろ過材  

 

8 

 

トップフィルター ２ 

 

ろ過材ネット 8 

 

 

締付ハンドル 1 

 

バスケット底網 

 

 

 

４  

吐出しユニット 

※ 1 

吸込みユニット 

ホルダー 

1 

 

1 

1 

 

５ｍ中継コード 

 

リモコン 

(コード約５ｍ) 

１ 

 

 

１ 

 

リモコン取付金具 

両面テープ(袋入り) 

防水スポンジ 

１ 

1 

１ 

 

  開こん 

安全のために必ずお守りください。 

 

 

 

 

 

 

 

  



 ４

 

形   状 部 品 名 個数 形   状 部 品 名 個数 

 

締 付 工 具 １ 

 

転倒防止金具 

 

止水栓（１″） 

２ 

 

2 

 

アース線 １ 

 

樹脂エルボ(片側カッ

ト品) 
２ 

※ 1  エアーホースは付いていますが、エアーは出ません。 

     

 

 

 

３，別 売 部 品  

 

形   状 部 品 名 形   状 部 品 名 

 

トップフィルター 

２枚入り 

 

配管洗浄剤 

 

ストレーナー 

 
浴水清浄液  ※2 

（レジックス） 

２．５Ｌ 

コック 

計量カップ 

説明書 

 

 

φ９０スリーブ管 

 
※受注生産品 

納期・寸法については、

予めお問い合わせくだ

さい。 

 

レジックス２００ｍｌ 

計量カップ 

レジックス用 

トップフィルター(緑) 

説明書 

※ 2 浴水清浄液のコック・計量カップは、浴水清浄液の箱の中に入っています。 

 

 

 

 

 

 

（業務用として使用する場合は、ストレーナー、浴水清浄液(レジック

ス)を必ずご使用ください。） 

エアーホースを取りはずすと、機器を停止させたときなどに水がもれます 

 



 ５

1
3

0
～

1
5

0
1

2
0

～
1

8
0

吸込みユニット取付口

φ50ホルソー

吐出しユニット取付口

浴そう

φ90コアードリル

貫通用ドリル

外壁

（イ）

１，据付け場所の選定 

● 本機を据付ける場所は排水工事などの付帯工事のできる場所にしてください。 

  1，機器と浴槽の高低差制限内の距離に設置出来るかどうか。 

2，雨水を避けることのできる場所かどうか。 

  3，床面が不燃性の安定した場所かどうか。 

  4，排水のしやすい場所かどうか。 

5，設置後の保守･管理の行える場所かどうか。 

  (前後左右 20～30cm 程度空きスペース必要) 

 

２，据付け方法 

 ● 使用する配管材料の施工手順及び注意事項を守り配管してください。 

  （注）配管内部に錆が生じる管及び銅管は使用しないでください。 

 ● 配管内部のきりくず、ゴミなどは洗い流して接続してください。 

 ● ふろ配管は、浴水が循環するとき多少温度が下がりますので凍結予防を兼ね、断熱材等による十分な 

   保温工事を行ってください。 

 ● ふろ配管は、空気だまりのできる逆Ｕ字管や凍結防止の水抜きができない配管にはしないでください。 

  

  正しい配管例                     誤った配管例 

 

 

 

 

 

 

(１)浴槽の穴あけ 

① ポリ浴槽、ホーロー浴槽、ステンレス浴槽の場合（浴槽の厚みは１０ｍｍ以下） 

(1) 浴槽の穴あけ加工 

   右図のように浴槽の内側より底面から１３０ 

   ｍｍ～１５０ｍｍ程上がった所と、それより 

   真上に１２０ｍｍ～１８０ｍｍの所に（イ） 

   のように外壁までセンタードリルを貫通 

させてください。その穴にあわせて、 

浴槽にホルソーでφ５０ｍｍの穴をあけて 

ください。 

 

(2) 壁の穴あけ加工 

右図のように外壁をセンタードリルであけた 

   小さな穴に、コアードリルでφ９０ｍｍの穴 

   をあけてください。 

 

 

 

  

  据付け 

０．５ｍ以内

３．０ｍ以内

可能な限り同フロアーに設置
してください

 



 ６ 

ホルダー

接続金具

ツメ

両側からホルダ

ーを押してツメ

から外す

ホルダー ツメ

 

角穴

押し込む

ホルダー

接続金具
浴槽

ツメ

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フレキシブルパイプ締付工具

接続金具

ポリカパッキン

パッキン

吐出しユニット

吸込みユニット

浴槽

シールテープを巻く

シールテープを巻く

（必ず浴槽の外側に）

コーキング処理をする

コーキング処理をする

（必ず浴槽の外側に）

 

吐出しユニット

ヒートパッキン

フレキシブルパイプ

 

(3) 浴槽に、吐出しユニット及び吸込みユニットを取

付けます。 

・吐出しユニット・吸込みユニットに、ヒートパッ

キンをセットしたフレキシブルパイプを、水漏れ

のないようにしっかりと締付けてください。 

・浴槽に吸込ユニット締付け後、ホルダーの角穴を接続金具のツメに押し込んで固定

し、固定ケースをホルダーにネジ止めしてください。 

・取付けたホルダーの角穴が、片側しかツメにかからない場合は取外し、ホルダーを

手で広げてから、再度接続金具に取付けてください。 

・固定ケースに、トップフィルターユニッ

トを取り付けてください。 

○ホルダーの取外しと取付け 

・取外し                      ・取付け 

○固定ケースの取付 

トップフィルターユニット 

固定ケース 

工事終了後、化粧

板などで仕上げる 

・固定ケースは、必ずホルダーにネジ止めしてください。 

・固定ケースが外れると、けがや事故の原因になります。 

 

ネジ

固定ケース

 

・吐出しユニット・吸込みユニットを、右図のよ

うに、防水処理（コーキング剤・シールテープ

等）を施して浴槽に取付け、締付工具で水漏れ

のないように、しっかりと締付けてください。   

※※※※コーキングコーキングコーキングコーキング剤剤剤剤はははは、、、、浴槽浴槽浴槽浴槽のののの内側内側内側内側にににに塗布塗布塗布塗布しないでしないでしないでしないでくくくく

ださいださいださいださい。。。。（（（（締付締付締付締付けができなくなりますけができなくなりますけができなくなりますけができなくなります))))    

※吸込みユニットの接続金具には、ホルダーが付

いています。 

※吸込みユニットの接続金具の締付けは、ホルダ

ーを一度外してから行ってください。 



 

 ７ 

 

 (4)本体側の循環水出口、入口にそれぞれフレキニップル(25A)等のテーパーネジ側を 

シールテープを巻いてねじ込みます。 

・本体反対側の接続口には、付属の止水栓をシールテープを巻いて、取付けてください。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        据付据付据付据付けけけけ    

(5) 浴槽と本体をフレキシブルパイプ等で接続します。(配管接続例１) 

・浴槽側の吐出しユニットと、本体側の出水口を接続してください。 

・浴槽側の吸込みユニットと、本体側の入水口とを接続してください。 

 ・吐出し、吸込み両配管に、それぞれ止水用のバルブを配置するようにしてください。 

・本体の設置位置から浴槽水面までの寸法が、50cm 以上確保出来ない場合は、 

  吸込吸込吸込吸込みみみみ配管配管配管配管にににに逆止弁逆止弁逆止弁逆止弁を設置してください。(配管接続例２参照) 

 

(付属の転倒防止金具を使用して、本体の転倒防止処置を行う場合は、 

上図の位置(左右側面)に取り付けてください。) 

本体正面 右側面

出水口

入水口

フレキ用ホースニップル

転倒防止金具

取付位置

(25Aメネジ)

(25Aメネジ)

(25A)

 

出水口

入水口 吐出しユニット

吸込みユニット

本体出水口(25Aメネジ)

止水バルブ①

止水バルブ② (25Aオネジ)

(25Aオネジ)本体入水口(25Aメネジ)

 

配管配管配管配管接続例接続例接続例接続例    １１１１        



 ８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用時の水位

50cm以上ない時は逆止弁が必要

本体設置位置

逆止弁(チャッキ弁)25A

入水口

出水口

吸込みユニット

流

れ

方

向

吐出しユニット

 

本体の設置位置から浴槽水面までの寸法が、50cm 以上確保できな

い、又は本体設置位置が、浴槽水面よりも高くなる場合は、接続例 1

に加えて、吸込み配管に逆止弁を設置して下さい。 

配管接続例配管接続例配管接続例配管接続例    ２２２２        

本体本体本体本体のののの設置位置設置位置設置位置設置位置からからからから浴槽水面浴槽水面浴槽水面浴槽水面までのまでのまでのまでの寸法寸法寸法寸法がががが、、、、50cm50cm50cm50cm 以上確保以上確保以上確保以上確保できないできないできないできない、、、、又又又又はははは本体設本体設本体設本体設

置位置置位置置位置置位置がががが、、、、浴槽水面浴槽水面浴槽水面浴槽水面よりもよりもよりもよりも高高高高くなるくなるくなるくなる場合場合場合場合    

(６) 露出配管部分は、すべて厚さ２０ｍｍ以上のグラスウール又は同等以上の断熱材で保温してく

ださい。 

 

(８) 循環配管が長くなる場合  （片側５ｍ以上、最大１０ｍ） 

耐熱塩ビ管３０を使用してください。 

曲がりの制限は２曲がり。浴槽の最大高低差は３ｍ（高）、０．５ｍ（低）。 

 

(７) 循環配管が長くなる場合 （片側５ｍ未満） 

下図のように接続してください。 

曲がりの制限は２曲がり。浴槽の最大高低差は３ｍ（高）、０．５ｍ（低）。 

 

吐出しユニット

フレキシブルパイプ（L=450）

バルブソケット(１")

本体

耐熱塩ビ菅　１"(25A)

バルブソケット(１")

パッキン
パッキン

フレキニップル(1")

フレキシブルパイプ（1"）

 

吐出しユニット

フレキシブルパイプ（L=450）

バルブソケット(１")

本体
バルブソケット(１")

パッキン
パッキン

フレキシブルパイプ（1"）

耐熱塩ビ菅　１1/4"(30A)

耐熱塩ビ菅　１"(25A)

耐熱塩ビ菅　１"(25A)

異径ソケット(30A-25A)

フレキニップル(1")
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配管接続例 ３ 

 

本機を業務用で使用する場合  

本機を業務用で使用する場合は、本体ろ過タンクの逆洗浄が可能なように配管接続

してください。(配管接続例３、４参照) 

・吐出し配管側に、水道給水栓等からホース接続可能なようにしておいてください。 

本体ろ過タンク逆洗浄時に使用します。 

・吐出し配管側の、水道給水栓等からのホース接続部と、浴槽の吐出しユニットの間

に止水用のバルブを設けてください。本体ろ過タンク逆洗浄時に使用します。 

・本体の設置位置から浴槽水面までの寸法が、50cm 以上確保出来ない場合は、 

 吸込み配管に逆止弁、及び逆洗用のチーズ・バルブ・ニップルを設置して下さい。 

 

別売のストレーナーを設置する場合 

・ストレーナーは、吸込み配管側に設置してください。 

・ストレーナーの両側に、必ず止水用のバルブを配置してください。 

・ストレーナーは、ストレーナー本体側面に表示されている矢印に合わせて流入する

ように接続してください。 

 

出水口
入水口

吐出しユニット

吸込みユニット

本体出水口

ソケット（２５Ａ）

止水バルブ①

止水バルブ③

止水バルブ②

三方異径チーズ①

止水バルブ④１５Ａ

ホースニップル①１５Ａ

（２５Ａオネジ）

（２５Ａオネジ）

水抜き用ドレーン栓

本体入水口

ストレーナー（別売品）

（２５Ａメネジ）

（２５Ａメネジ）

２５Ａ×１５Ａ
フロアバンド

流れ方向

流れ方向

 

(フロアバンドは付属していません。配管の高さに合わせて別途購入してください。) 

(ストレーナーの水抜き用ドレーン栓の開閉ができるように設置してください。) 
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配管接続例 ４ 

本体の設置位置から浴槽水面までの寸法が、50cm 以上確保できない、又は本体設

置位置が、浴槽水面よりも高くなる場合 

 

(異径チーズ②・止水バルブ⑤・ホースニップル②は、本体ろ過タンク

逆洗浄時に使用します。) 

本体の設置位置から浴槽水面までの寸法が、50cm 以上確保できな

い、又は本体設置位置が、浴槽水面よりも高くなる場合は、接続例

３に加えて、吸込み配管に逆止弁、及び逆洗用のチーズ・バルブ・

ニップルを設置して下さい。 

三方異径チーズ②２５Ａ×１５Ａ ホースニップル②１５Ａ

逆止弁（チャッキ弁）２５Ａ

止水バルブ⑤

使用時の水位

５０ｃｍ以上ない時は逆止弁が必要

本体設置位置
出水口

入水口

ストレーナー（別売品）

流れ方向

 



 １１ 

１
２

０
～

１
８

０
１

３
０

φ１１０コアードリル

 ② タイル風呂浴槽の場合 

● 浴槽の穴あけ加工 

右図のようにタイルの目地のよい所で、 

コアードリル及びハンマードリルにて、 

φ１１０ｍｍ程度の穴をあけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ● それぞれの穴にφ９０のスリーブ管（別売品）を通し、周囲を防水セメント等で水もれのないよう防

水処理をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 吐出し、吸込み各ユニットにフレキシブルパイプを締付け、スリーブ管に各ユニットを締付けてく 

ださい。フレキシブルパイプと各ユニットの締付けは、６ページ（３）の項を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

注：スリーブ管のユニット取付け穴は偏心して 

  います。広い部分を上にしてください。 

φ９０スリーブ管

上

下

広い

狭い

浴槽内側 浴槽外側

ユニット取付穴

防水セメントが乾くまで、目安として夏場では約１日以上、冬場で約２日以

上かかりますので注意してください。 

        据付据付据付据付けけけけ    

吐出しユニット

吸込みユニット

スリーブ菅 φ９０

浴

槽

側

フレキシブルパイプ

（Ｌ＝４５０）

フレキシブルパイプ

（Ｌ＝４００）

周囲を防水

処理する
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  電気配線工事 

※２０Aのブレーカー
をご使用ください。

分電盤

 

 

２，周波数の確認 

  この機器は、出荷時５０Hz 用にセットされています。 

・使用する地域の電源周波数と一致しているか、確認してください。 

・表示の周波数と一致しない電源周波数で使用すると、故障の原因となります。 

  ・使用する地域の電源周波数がわからない場合は、もよりの電力会社にお問い合わせくださ

い。 

   ※６０Hz 地域で使用する場合は、紫外線ランプ用安定器の天面にある周波数切り換えスイ

ッチを、６０Hz 側にしてください。 

 

１，電 源 

・コンセントは 24 時間風呂専用電源を設けてください。 

   他の機器との兼用は絶対にしないようにしてください。 

・電源コンセントは電源コードを足に引掛けたりしない適切な 

 位置に設置してください。 

・屋外に設置する場合は、屋外専用の防雨形プラスチック 

 ボックスを使用してください。 

・防雨形コンセント以外の場合はコンセントに雨がかからない 

 ようにしてください。 

・CKV-721JR(200V 仕様)に電源コードは付属されていません。 

1.6×2C 又は、2.0×2C の V V-F 電線を、本体右側の電源コード用グロメットの

孔から、本体内のブレーカーに接続してください。 

グロメットは、切り目を入れて電源コードを通してください。 

   また、壁から本体までの電線には保護管(PF 管、フレキ管等)を通してください。 

● 適切な位置に電気コンセントのない場合は、電気配線を電力会社の指定工事店に依頼し、所定

の配線をしてください。 

 

入

２ ０

紫外線灯ケース

安定器（２台並列配置）

グロー球（２個並列配置）

５
０

⇔
６

０
（

Ｈ
ｚ

）

５
０

⇔
６

０
（

Ｈ
ｚ

）

側板

６０Ｈｚの場合は、スイッチが外側

側板

（側板側）になるようにしてください。

 



 １３ 

 ３，接地（アース）の方法 

  ・万一の感電事故防止のため、必ずアースを接続してください。 

 

  ・アース端子付コンセントを利用される場合には、 

   接地抵抗値（１００Ω以下）をご確認ください。 

 

  ・防水コンセントにアース端子が付いていない場合は、 

   電気設備基準に基づき、必ず電気工事士によるＤ種 

   接地工事を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道、ガス配管には接地（アース）しないでください。 

または、電話・避雷針のアースにも接続しないでください。 

アース接続箇所

電源コード用グロメット
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 ４，リモコンの取り付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１，取付場所の選定 

・ リモコンは完全防水ではありません。 

・ リモコン取付場所は、温水・湿気、または水が直接かかりにくい場所を選んでください。 

・ リモコンコードの長さは５m です。（中継コード５ｍ付属） 

本体から届く範囲で取り付けてください。 

 
２，リモコンの固定 

リモコンは、取付金具に両面テープを貼り付け、壁に固定します。（両面テープが使用できな

い場合はアンカーで固定してください） 

・ コード付リモコンと取付金具は、出荷時本体内部に同梱されています。本体前板を外して、

取り出してください。 

・ 取付金具は、出荷時リモコンケース背面にネジ止めされた状態になっています。ネジをゆ

るめて取り外してください。 

・ リモコンのコード径は、約φ６あります。取付面の壁に孔を開ける場合は、φ６以上の孔

を開けてください。※リモコンコードを切断せず接続する場合の孔径は、φ１2 以上です。 

・ リモコンコードを切断する場合、切断する箇所は、本体内部で再接続できるようにしてく

ださい。(コネクターから 20cm 程度) 

ネジをゆるめる

金具をリモコンから

リモコン 取付金具

（４ヶ所）

リモコンを下に下げて固定するリモコン背面の４ヶ所のネジを、壁面に固定された
取付金具の孔に差し込む

リモコンを取付金具に固定する場合取付金具をリモコンから取り外す

取り外す
壁面

壁面 壁面

両面テープ（袋入り）取付金具コード付リモコン

※ＣＥ－１等の圧着端子は付属していません

防水スポンジ 中継コード（５ｍ）

（出荷時、本体内部に同梱） （付属品箱）
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リモコンコード用
グロメット

両面テープ

φ６以上の孔を開ける

基板ボックス

リモコン

壁

φ6以上

本体内で再接続

（上下向きに注意）

取付金具

壁孔

両面テープで固定する場合は、
両面テープがこの丸孔にかから
ないように貼付する

リモコンコードを
壁孔に通す

本体左側面

本体正面
本体正面

 

・リモコンの取付に関しては、壁に孔を開ける場合と開けない場合があります。 

取り付ける場所に応じて、正しく取り付けてください。 

 

（１）壁に孔を開けて取り付ける場合 

●直接水のかからない場所に取り付ける場合（脱衣所等） 

取付面にφ６以上の孔を開け、リモコンコードを通した後で、CE-1 等の圧着端子を使用し

て、本体内で再接続します。(CE-1 等の圧着端子は付属していません。別途用意してください) 

※リモコンコードを切断せずに使用する場合の孔径は、φ１2 以上です。 

① リモコンを取り付ける壁面に、φ６以上の孔を開ける。(リモコンコードの線径φ５．５) 

② ①で開けた孔が、取付金具の丸孔中央にくるように取付金具を取り付ける。 

  (両面テープ又は、ネジで金具取り付け) 

③ リモコンコードをコネクタから 20cm 程度のところで切断し、壁の孔に通す。 

※リモコンコードを切断しない場合は、そのまま壁の孔に通す。 

④ 壁の孔にリモコンコードをすべて通し、取付金具にリモコンを取り付ける。 

⑤ 通したリモコンコードを、本体左側のリモコンコード用グロメットの孔から、本体内へ差

し入れる。 

⑥ グロメットは、切り目を入れてリモコンコードを通す。 

⑦ 切断したコードを、本体内で CE-1 等の圧着端子を使って再接続し、本体左上の基板ボ

ックスから出ているコネクタに差し込む。 
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●直接水のかかる場所に取り付ける場合(浴室等) 

① リモコンを取り付ける壁面に、φ６以上の孔を開ける。 

(リモコンコードの線径φ５．５) 

※リモコンコードを切断しない場合は、φ１2 以上必要 

② ①で開けた孔が、取付金具の丸孔中央にくるように取付金具を取り付ける。 

  (両面テープ又は、ネジで金具取り付け) 

③ 開けた孔に合わせて、取付金具の表側から防水スポンジを貼付する。 

※防水スポンジは、中央部にあらかじめ十字状の切り込みを入れておく。 

④ リモコンコードを、下図のようにリモコン背面部の中央付近にテープで仮止めする。 

⑤ リモコンコードをコネクタから 20cm 程度のところで切断し、壁の孔に通す。 

※リモコンコードを切断しない場合は、そのまま壁の孔に通す。 

⑥ 壁の孔にリモコンコードをすべて通し、取付金具にリモコンを取り付ける。 

⑦ 通したリモコンコードを、本体左側のリモコンコード用グロメットの孔から、本体内

へ差し入れる。 

⑧ グロメットは、切り目を入れてリモコンコードを通す。 

⑨ 切断したコードを、本体内で CE-1 等の圧着端子を使って再接続し、本体左上の基板

ボックスから出ているコネクタに差し込む。(15P 参照) 

⑩ リモコンケース内に水が入らないように、リモコンケースの周囲をマスキングテープ

等を使用し、コーキング剤で防水処理を行う。 

両面テープ

（上下向きに注意）
取付金具

壁孔
中央部に切り込みを
入れておく

防水スポンジ
両面テープで固定する場合は、
両面テープがこの丸孔にかから
ないように貼付する

テープで仮止めする
リモコンコードを上向きに

リモコンコード 防水処理を施す
周囲をコーキング剤等で、

リモコンコードを
壁孔に通す 注意

コーキングが不十分な場合
リモコンケース内に水が溜まり、
故障の原因となります
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カッター等で切り欠く
リモコンコードを下に出す

リモコンコードをモール等で保護

両面テープ

基板ボックス

（上下向きに注意）

取付金具

両面テープで固定する場合は、

両面テープがこの丸孔にかから

ないように貼付する

リモコンケース背面

壁に固定した取付金具に、

リモコンを取り付ける

 

（２）壁に孔を開けずに取り付ける場合(サッシ等の窓からコードを出す場合) 

① リモコンを取り付ける壁面に、取付金具を取り付ける。 

(両面テープ又は、ネジで金具取り付け) 

② リモコンケース背面の下側を、カッター等で切り欠く。 

③ リモコンコードを、切り欠いた部分から下へ出す。 

④ 取付金具に、リモコンを取り付ける。 

⑤ 露出したリモコンコードは、モール等で保護する。 

⑥ リモコンコードを、本体左側のリモコンコード用グロメットの孔から、本体内へ差し

入れる。 

⑦ グロメットは、切り目を入れてリモコンコードを通す。 

⑧ リモコン側のコネクタを、本体左上の基板ボックスから出ているコネクタに差し込む。 



 １８ 

● 試運転試運転試運転試運転はははは「「「「取扱説明書取扱説明書取扱説明書取扱説明書」」」」のののの操作操作操作操作のしかたのしかたのしかたのしかたにににに従従従従っておっておっておってお客様客様客様客様とととと一緒一緒一緒一緒にににに必必必必ずずずず行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。    

１１１１，，，，試運転準備試運転準備試運転準備試運転準備    

 ①循環装置側 

・ろ過材を水道水で十分すすぎ洗いして、ろ過タンクにセットしてください。 

（取扱説明書１１ページ①～⑤参照） 

    試運転後、４日以上運転を停止にして入浴しない場合は、 

    ろ過材をセットせずに試運転を行ってください。 

 ②浴槽側 

 ・浴槽穴あけのきりくずなどを洗い流して、浴槽の排水栓をしっかりと閉めてください。 

  ・吸込みユニットにトップフィルターユニットを取付けて、浴槽に混合水栓等から湯張りをしてくださ

い。（取扱説明書１２ページ⑥～⑧参照） 

２２２２，，，，試運転試運転試運転試運転    

①機器内の水流センサーまで通水されている（呼び水出来ている）事を確認してください。 

（取扱説明書 1２ページの呼び水の仕方参照） 

②電源プラグをコンセントにしっかりと差し込んで、循環が開始するか確認してください。 

 （取扱説明書１４ページ運転開始参照） 

③循環配管の水もれの確認 

   ・本機の循環開始後、機器及び配管に水もれのないことを確認してください。 

３３３３，，，，試運転後試運転後試運転後試運転後のののの作業作業作業作業    

● お客様が本機をすぐ使用されない場合は、試運転後 

必ず下記作業を行ってください。 

①電源プラグを抜いてください。 

②機器内と浴槽の水抜きを行ってください。 

   （凍結した場合、機器が破損する恐れがあります。） 

   ※水抜き方法は、機器本体の循環水入口、出口の 

止水栓を取り外します。 

   （取扱説明書１８ページ水抜き方法参照） 

■■■■おおおお客様客様客様客様へのへのへのへの説明説明説明説明    

 １．機器の使用方法について 

  取扱説明書によって、ご使用方法を説明してください。特に「必ずお守りください」、「ご利用のしかた」

の項をよく説明してください。 

２．保証および保証書について 

  保証書に必ず必要事項を記入の上、お客様にお渡しして、取扱説明書にしたがって「アフターサービス」

についてご説明してください。   

３．工事説明書について 

  この工事説明書は、引っ越し等で機器を移動する際に必要となりますので、取扱説明書とともに、必ず

お客様にお渡しして、一緒に保管してくださるようお願いしてください。   

４．付属部品について 

 付属部品（取扱説明書、工事説明書、保証書、締付工具）を必ずお客様にお渡しして、 

保管してもらってください。 

止水栓

 

        試運転試運転試運転試運転    

水抜き後、止水栓にシール

テープを巻き、元通り締め

てください。 
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■ 吐出しユニット 

 

■ストレーナー（別売品）  
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